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専
修
大
学
教
育
学
会
（
会

長
∥
日
髙
義
博
学
長
・
理
事

長
）
の
第
５９
回
大
会
が
１１
月

２３
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
、
研
究
会
、
講
演

会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
教
育

職
に
携
わ
る
卒
業
生
や
教
職

を
目
指
す
在
学
生
ら
１
４
２

人
が
出
席
し
た
。

研
究
会
（
全
体
会
）で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
基

に
、
専
修
大
学
の
今
野
健
吾

常
務
理
事
（
昭
５１
法
・
石
巻

専
修
大
学
担
当
）
が
「
石
巻

専
修
大
学
に
お
け
る
震
災
時

の
対
応
」
、
都
立
第
三
商
業

高
校
の
池
田
宏
史
教
諭
（
平

７
商
）
が
「
震
災
発
生
後
の

都
立
高
校
の
対
応
」
、
江
東

区
立
深
川
第
四
中
学
校
の
菅

明
男
主
任
教
諭
（
昭
５７
文
）

が
「
中
学
校
の
道
徳
教
育
～

震
災
の
教
訓
を
ど
う
生
か
す

～
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ

事
例
発
表
を
行
っ
た
。

講
演
会
で
は
、
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
涌
井
純
二
氏
（
平

２
文
）
が
「
教
育
現
場
で
イ

ス
ラ
ム
を
い
か
に
教
え
る

か
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

続
い
て
定
期
総
会
が
開
か

れ
、
日
髙
学
長
・
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
あ
と
、

情
報
交
換
会
・
懇
親
会
が
行

わ
れ
た
。

「
海
へ
の
恩
返
し
と
思
っ

て
い
ま
す
」

卓
越
し
た
潜
水
技
術
を
持

っ
て
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
三
陸
地
方
に
通
い
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
人
々
の

水
中
・
水
面
捜
索
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
潜
水
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
最
高
ラ
ン
ク
で
あ
る
コ

ー
ス
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
資
格

を
持
ち
、
ダ
イ
バ
ー
歴
は
１６

年
。広

島
県
三
原
市
出
身
。
専

大
時
代
に
は
、

連
合
県
人
会
に

所
属
、
学
園
祭

「
鳳
祭
」
実
行

委
員
と
し
て
ま

つ
り
を
盛
り
上

げ
た
。
卒

業

後
、
ヘ
ア
ケ
ア

製
品
の
メ
ー
カ

ー
に
就
職
、
営

業
マ
ン
と
し
て

１０
年
勤
務
し
た

の
ち
故
郷
に
戻

り
、
家
業
の
美

容
院
を
継

い

だ
。
ダ
イ
ビ
ン

グ
の
資
格
は
会
社
員
時
代
に

取
っ
た
。

「
海
に
潜
る
と


無
�
に

な
る
。
な
に
も
か
も
忘
れ
ら

れ
る
ん
で
す
」

津
波
の
報
は
、
海
を
愛
す

る
ダ
イ
バ
ー
に
、
人
一
倍
の

衝
撃
を
与
え
た
。
「
で
き
る

こ
と
は
潜
る
こ
と
」
。
現
地

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

決
意
。４
月
初
旬
の
３
週
間
、

捜
索
活
動
を
展
開
し
た
。

専
大
「
連
県
」
の
後
輩
、

同
郷
の
平
野
龍
児
さ
ん
（
平

３
経
済
）
と
と
も
に
広
島
か

ら
岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区

を
経
て
山
田
町
へ
。
震
災
直

後
の
劣
悪
な
条
件
下
、
沿
岸

部
の
海
中
に
。

震
災
か
ら
９
カ
月
、
こ
れ

ま
で
２
遺
体
を
引
き
揚
げ

た
。
「
３
・
１１
」
を
機
に
発

足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

潜
水
捜
索
救
援
協
会
の
一
員

と
な
り
、
活
動
の
拠
点
は
宮

城
県
石
巻
市
に
。

１１
月
下
旬
、
在
校
生
１
０

８
人
中
７４
人
が
死
亡
、
行
方

不
明
と
い
う
石
巻
市
立
大
川

小
学
校
の
保
護
者
の
依
頼
に

応
え
、
今
な
お
不
明
の
児
童

の
水
中
捜
索
を
新
北
上
大
橋

付
近
な
ど
で
行
っ
た
。
し
か

し
、
発
見
の
手
掛
か
り
と
な

る
が
れ
き
が
み
つ
か
ら
な

い
。捜
索
は
困
難
を
極
め
た
。

本
業
の
合
間
を
縫
い
、
新

幹
線
を
乗
り
継
ぎ
手
弁
当
で

の
活
動
は
１１
回
を
数
え
た
。

被
災
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、

逆
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と
が
何

し
ん

し

度
も
。
人
々
の
真
摯
な
ま
な

ざ
し
が
ダ
イ
バ
ー
を
突
き
動

か
す
。

「
今
、
や
ら
な
く
て
は
。

そ
の
一
念
で
す
」

泉
武
夫
名
誉
教
授
（
専
修

大
学
北
海
道
短
期
大
学
元
学

長
）が
中
国
大
連
市
を
訪
問
、

東
北
財
経
大
学
国
際
経
済
貿

易
学
院
な
ど
で
講
演
し
た
。

泉
名
誉
教
授
は
本
年
春
、

戦
前
・
戦
後
の
日
本
経
済
史

の
蔵
書
数
百
冊
を
、
教
え
子

に
あ
た
る
東
北
財
経
大
学
国

際
経
済
貿
易
学
院
の
施
錦
芳

副
教
授
（
平
１９
院
経
済
博
）

を
通
じ
て
同
大
学
に
寄
贈
。

書
籍
寄
贈
は
、
施
副
教
授
が

専
大
博
士
後
期
課
程
在
学
当

事
に
約
束
し
た
も
の
。
感
激

し
た
王
紹
媛
同
学
院
長
、
施

副
教
授
ら
が
中
国
に
招
待
、

記
念
講
演
会
が
実
現
し
た
。

１１
月
７
日
、
同
学
院
で
熱

烈
な
歓
迎
を
受
け
、
王
学
院

長
か
ら
寄
贈
に
対
す
る
感
謝

状
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、
大
学

院
生
４０
人
を
前
に
「
戦
後
日

本
経
済
の
復
興
・
再
建
と
技

術
革
新
」
を
テ
ー
マ
に
約
２

時
間
講
演
し
た
。
通
訳
は
施

副
教
授
が
務
め
た
。

１０
日
に
も
大
連
市
の
遼
寧

師
範
大
学
外
国
語
学
院
で
日

本
語
を
学
ぶ
大
学
生
３
０
０

人
を
前
に
講
演
し
た
。

昨
年
１２
月
、
専
大
で
最
終

講
義
を
し
て
以
来
、
１
年
ぶ

り
に
教
壇
に
立
っ
た
泉
名
誉

教
授
は
「
講
演
後
は
学
生
た

ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
質
問
が

あ
り
、
日
本
経
済
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
た
」
と

話
し
た
。

泉
久
雄
名
誉
教
授
の
ゼ
ミ

生
ら
３
０
０
人
で
組
織
す
る

し
ん
ぼ
く

親
睦
Ｏ
Ｂ
会
「
白
水
会
」
が

１０
月
２９
日
、
川
崎
市
・
木
曽

路
宮
前
平
店
で
開
か
れ
た
。

同
名
誉
教
授
定
年
退
職

後
、
１２
年
ぶ
り
の
開
催
で
、

全
国
か
ら
教
え
子
６０
人
が
駆

け
付
け
た
。

今
年
８３
歳
に
な
る
同
名
誉

教
授
は
「
多
く
の
皆
さ
ん
と

再
会
で
き
て
う
れ
し
い
。
会

話
を
す
る
こ
と
が
生
き
る
原

動
力
と
な
る
」
と
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
力
強
く
あ
い

さ
つ
し
た
。

さ
ら
に
「
み
な
さ

ん
が
多
方
面
で
活
躍

し
て
く
れ
て
う
れ
し

い
。
専
修
大
学
は
家

族
的
で
、
他
大
学
に

は
な
い
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
校

歌
も
そ
の
一
つ
。
作

詞
は
『
故
郷
』
で
有

名
な
高
野
辰
之
。
さ

び
し
く
な
っ
た
ら
口

ず
さ
む
と
い
い
。
自

然
と
勇
気
と
元
気
が

わ
い
て
く
る
」
と
語
っ
た
。

同
名
誉
教
授
は
１
９
５
１

年
東
北
大
学
を
卒
業
後
、
家

族
法
の
権
威
・
中
川
善
之
助

氏
の
指
導
を
受
け
、
５４
年
に

本
学
に
助
教
授
と
し
て
着

任
。
相
続
法
で
は
第
一
人
者

と
し
て
知
ら
れ
る
。

発
起
人
の
須
田
唯
雄
氏

（
昭
４９
法
、
専
修
大
学
法
曹

会
会
長
）
は
「
多
く
の
卒
業

生
が
毎
年
春
に
集
い
、
泉
先

生
の
米
寿
、
卒
寿
、
そ
し
て

白
寿
へ
と
ご
長
寿
を
一
緒
に

お
祝
い
し
た
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。
次
回
は
来
春
の
４
月

１４
日
に
、
同
名
誉
教
授
の
８４

歳
誕
生
会
を
開
催
す
る
。

経
営
学
部
・
加
藤
茂
夫
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
３５
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
１１
月
１２
日
、
東
京

・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で

開
か
れ
た
。

同
ゼ
ミ
の
現
役
生
、
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
総
数
は
５
０
０
人

を
超
え
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は

１
４
０
人
が
出
席
。
現
役
生

に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
と

全
員
で
肩
を
組
み

な
が
ら
、
校
歌
と
ゼ
ミ
歌
の

剛
気
節
を
斉
唱
。
エ
ー
ル
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
、
節
目
の

会
合
ら
し
く
盛
り
上
が
っ

た
。今

回
の
Ｏ
Ｂ
会

は
、
加
藤
教
授
が
出

版
し
た
『
良
い
経
営

者

で
き
る
管
理
職

育
つ
社
員
』
∥
２

面
に
記
事
∥
の
お
披

露
目
も
兼
ね
て
お

り
、
Ｏ
Ｂ
会
の
前

に
、
共
著
者
で
あ
る

行
本
明
説
氏
と
加
藤

ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
福

原
康
司
経
営
学
部
准

教
授
の
講
演
会
が
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
大
学
で
の
講
義

と
は
異
な
り
、
実
社
会
で
の

体
験
を
交
え
た
貴
重
な
話
を

う
か
が
う
機
会
と
な
っ
た
。

本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会
（
吉
田
伸
江
会

長
）
で
は
、
合
格
者
の
方
へ

の
支
援
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
た
め
、
２
０
１
１
年

度
税
理
士
試
験
に
合
格
（
科

目
合
格
者
も
含
む
）
し
た
卒

業
生
の
情
報
を
求
め
て
い
ま

す
。合

格
者
の
方
は
、
校
友
会

事
務
局
（
校
友
課
☎
０３
・
３

２
６
５
・
７
５
７
９
、Ｅ
メ
ー

ルk
o
y
u
k
a
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h

u‐
u
.
a
c
.
j
p

）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
市
長
・
市
議
会
議
員
・
町

議
会
議
員
】
当
選

▽
岩
手
県
釜
石
市
長

野
田

武
則
氏
（
昭
５１
法
）

▽
神
奈
川
県
海
老
名
市
長

内
野

優
氏
（
昭
５３
法
）

▽
福
島
県
相
馬
市
議
会
議
員

植
村

恵
治
氏
（
昭
５６
法
）

▽
福
島
県
広
野
町
議
会
議
員

北
郷

幹
夫
氏
（
昭
４６
法
）

▽
宮
城
県
女
川
町
議
会
議
員

木
村

公
雄
氏（
昭
３６
商
経
）

木
村

征
郎
氏
（
昭
４３
法
）

１１
月
１８
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
「
校
友
会
ワ
イ
ン
大

学
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回

で
６
回
目
と
な
る
こ
の
企
画

に
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長
を

は
じ
め
、
校
友
、育
友
、学
生

ら
１
０
３
人
が
出
席
。
㈲
シ

ン
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
代
表

取
締
役
で
、フ
ラ
ン
ス
、イ
タ

リ
ア
ワ
イ
ン
の
輸
入
卸
売
業

を
営
む
江
畑
進
一
氏
が
「
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
～
ワ
イ
ン
の

適
温
～
」と
題
し
て
講
演
。出

席
者
た
ち
は
１７
日
に
解
禁
と

な
っ
た
ば
か
り
の
ボ
ジ
ョ
レ

ー
ヌ
ー
ボ
ー
な
ど
５
種
類
の

ワ
イ
ン
を
試
飲
し
な
が
ら
聴

講
し
、
ワ
イ
ン
の
成
分
に
よ

る
適
温
の
違
い
を
学
ん
だ
。

経
営
学
部
・
小
沢
一
郎
ゼ

ミ
の
メ
ン
バ
ー
と
参
加
し
た

平
石
慶
太
さ
ん（
４
年
次
）は

「
楽
し
い
会
で
、２
年
連
続
で

参
加
し
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン

の
正
し
い
飲
み
方
を
教
え
て

い
た
だ
き
、
ワ
イ
ン
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
た
。

東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
で

准
教
授
を
務
め
る
大
澤
史
伸
さ

ん
（
平
９
院
文
修
）が
、
聖
書
の

世
界
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
か
に
自
分
の
人
生
を
変

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
分

か
り
や
す
く
説
い
た
の
が
本
書
。

大
澤
さ
ん
は
大
学
４
年
次
に

洗
礼
を
受
け
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

（
日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
）
と
な

っ
た
。
本
書
は
前
任
校
で
あ
っ

た
名
古
屋
学
院
大
学
の
教
員
時

代
に
大
学
礼
拝
で
学
生
た
ち
に

語
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
基
に
執

筆
さ
れ
た
。

決
し
て
諦
め
な
い
こ
と
。
出

会
い
を
大
切
に
す
る
こ
と
。
自

分
に
で
き
る
こ
と
で
勝
負
す
る

こ
と
―
―
。
神
を
信
じ
、
愛
と

勇
気
を
も
っ
て
立
ち
向
か
え

ば
、
人
生
を
変
え
、
世
界
を
変

え
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
著

者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
明
快
だ
。

今
の
自
分
を
少
し
で
も
変
え
た

い
、
変
わ
り
た
い
と
思
い
つ
つ

も
そ
の
方
途
を
探
し
あ
ぐ
ね
て

い
る
人
は
多
い
。
そ
ん
な
人
た

ち
に
本
書
は
小
さ
な
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
提
示

し
て
く
れ
る
。

（
日
本
地
域
社
会
研
究
所
・
１

５
０
０
円
＋
税
）

檜
原
和
子
さ
ん
が
個
展

校
友
で
画
家
の
檜
原
和
子

さ
ん
（
昭
４１
法
）
が
個
展
「
第

１４
回
油
絵
展
」
を
開
く
。

▽
日
時

２
０
１
２
年
１
月

９
日
（
月
）
～
１４
日
（
土
）、

１１
時
～
１９
時
（
初
日
は
１３
時

～
、
最
終
日
は
１６
時
３０
分
ま

で
）

▽
場
所

東
京
銀
座
８
丁
目

・
銀
栄
ビ
ル
２
階
「
地
球
堂

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

☎
０３
（
３

５
７
２
）
４
８
１
１

〈
品
川
・
大
田
支
部
新
年

会
〉

▽
１
月
３
日
（
火
）
１２
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
、
京
浜
急
行
・
品

川
駅
前
「
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
メ
イ
ン
タ
ワ
ー
３８
階
」

味
街
道
五
十
三
次

高
瀬
三

徳
氏
☎
０３
（
３
７
７
７
）
１

９
４
１
、
深
谷
城
保
氏
☎
０

９
０
（
３
２
３
７
）
７
３
０

７〈
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
懇

親
会
〉

▽
１
月
１２
日
（
木
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

１
号
館
１５
階
「
報
恩
の
間
」

＜校友＞

第
５９
回
専
修
大
学
教
育
学
会

〝
震
災
の
教
訓
〟
テ
ー
マ
に

『
聖
書
の
パ
ワ
ー
物
語
』

研
究
会
・
講
演
会
な
ど

蔵
書
を
寄
贈
し
た

大
連
の
大
学
で
記
念
講
演

泉 武夫
名誉教授

大
澤

史
伸
著

税
理
士
試
験

合
格
の

卒
業
生
へ

選

挙

結

果

１２
年
ぶ
り
開
催
に
６０
人
参
集

泉
久
雄
名
誉
教
授
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会

▲ 泉名誉教授の講演で質問する学生
たち＝遼寧師範大学外国語学院で

▲ 東北財経大学国際経済貿易学院
で。左から劉偉事務局長、王学
院長、泉名誉教授、施副教授

▲ １２年ぶりに旧交を温めた

▶

講
演
す
る
涌
井
氏

第
６
回
ワ
イ
ン
大
学

楽
し
く
５
種
類
試
飲

適
温
に
つ
い
て
聴
講

－潜水技術を生かし被災地で水中捜索活動－

▲ ワインを楽しむ学生ら

盛
大
に
３５
周
年
を
祝
う

経
営
学
部
・
加
藤
茂
夫
ゼ
ミ

本
業
の
合
間
に
広
島
か
ら
通
う

ダ
イ
バ
ー
歴
１６
年

▲ パーティーには１４０人が出席

お
お

つ
ぼ

と
し

ひ
こ

大
坪

俊
彦
さ
ん

（
平
元
商
）

継続的な捜索活動のために支

援金を募っています。

http://www.belle-net.com

第４９５号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）１２月１５日（５）


